
+一ロ

i
U
K
よ
っ
て
虐
め
、
h
J
れ
た
か
を

h
z
一
}
と
耐
で
さ
君
J

し
、
宝
高
官

主
闘
の
戸
沼
丹
、
安

E
前
蓄
屯
農
事
聞
書
包
(
宮
崎
安
島
国
八
戸
農
業

主
主
自
己
の
殻
盆
国
主
要
町
苔
〉
如
ヘ
宅
衣
年
間
の
田
舎
舘
堂
野
前
新
派
、

中
村
喜
持
害
弔
耕
倍
前
E
等
d
，
パ
耕
作
指
導
害
等
の
寮
し
定
使
、
劃
に

つ
い
て
ち
指
楕
す
否
。
二
、
っ
し
匠
男
力
に
よ
っ
て
、
津
軽
の
米
産

額
モ
電
文
回
〈
一
大
六
回
)
重
己
:
古

Z
K
一
白
一
=
十
九
↑
め
っ
た
の

に
対
し
て
、
L

新
村
が
ニ
百
〈
と
ふ
之
、
そ
し
て
ぞ
の
石
高
は
、
吉

村
の
回
万
七
斗
右
に
対
し
て
十
巧
九
千
人
百
四
十
花
石
と
一
は
り
、

そ
の
後
、
権
女
十
一
一
ハ
一
六
ζ

一
一
)
ま
ま
で
の
み
'
茸
自
に
新
し
く

文

局、

と

門戸文
ム
=nμ

開

方告

レぃ
、正ぺ
l

ノ~" 
ぷふ

、B，，
ー〆
'E
、

高
等
以
手
投
学
習
指
導
専
領
社
会
・
寸
臼
苧
出
入
L

の
項
に
は
指
等

計
画
倍
、
内
お
よ
び
指
導
上
の
通
電
事
長
と
し
て
之

E
P
・
祢
吾
の

実
施
、
読
書
、
討
議
↑
ほ
と
に
よ
否
生
徒
の
自
発
的
古
学
霊
の
康
嗣
i

志
ど
、
さ
昔
ざ
ま
↑
思
考
習
活
翫
を
く
ふ
、
っ
す
ス
百
三
と
。
也
と
い
、
っ

、
文
牽
が
仲
v
f
作
7
り
乱
、
宮
校
生
の
百
李
史
の
掌
習
を
突
安
の
列
挙

叫
ヘ
暗
誌
に
鉱
山
ら
と
晶
一
よ
、
っ
注
意
し
て
い

Z
。
由
・
考
授
の
場
合
一
'
耳

全
の
鞍
躍
で
郷
土
の
地
理
的
規
寮
氷
行
尽
わ
れ
、
そ
の
上
に
=
主
・

否
=
一
十
七
対
部
摂
生
し
て
い
苔
二
と
等
の
様
相
は
ぞ
の
ま
ま
中
央

史
の
理
餌
に
つ
宮
町
若
ち
の
で
あ
右
。

之
の
よ
、
つ
に
節
土
史
を
・
中
突
出
入
の
山
手
習
に
持
ち
一
一
主
主
的
に
は

そ
の
教
材
ピ
よ
っ
て
、
あ
苔
い
は
資
料
の
存
在
の
ぐ
あ
い
ロ
よ
っ

て
い
ち
/
¥
の
形
放
あ
石
わ
け
ち
、
学
習
の
目
擦
を
考
虐
し
て
、

む
の
方
去
を
商
い
桓
ら
よ
い
か
、
検
討
を
く
り
匿
す
こ
と
か
帝
広

以
専
栓
と
恵
、
つ
ο

金
得
文
献

i
u
u前
市
史
、
青
森
県
の
疋
史

日

本

- 25-

史

の

寝

業
佐

藤

生
の
庄
史
的
分
野
の
寝
撃
が
耳
慣
商
す
否
。
申
込
手
授
の
社
会
新
学
習

活
，
事
専
領
で
毛
指
導
上
の
治
意
事
墳
の
才

Z
項
ず
い

三
写
習
を
山
賀
市
宍
の
河
挙
。
ヘ
楕
記
に
話
、
内
甚
な
い
定
め
は
、
指
導

に
あ
た
っ
て
同
、
友
の
藷
』
京
は
弘
同
意
す
る
、
併
専
が
あ
否
巴

と
出
べ
小
奈
女
を
あ
伸
げ
て
い
志
水
、
一
て
の
出
に
.

0

0

0

0

0

0

 

イ
郷
土
の
饗
震
の
駄
を
実
地
調
査
さ

ιを
り
、
遭
敵
、
占
清
一
物
を

ロ
再
考
さ
ぜ
否
ご
と
に
よ
っ
て
、
ゎ
，
抗
菌
の
庄
史
の
発
壌
を
呉

停
的
に
は

a，
く
さ
と
、
鯨
土
と
の
調
査
に
つ
い
て
老
理
解
さ

せ
否
よ
、
つ
に
努
め
否
。

I と¥
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と
記
さ
れ
、
郷
土
の
取
報
、
い
は
葛
校
に
此
て
宣
誓
視
さ
れ
て
い
る
。

一
九
笠
徒
に
与
之
ら
れ
苔
↑
教
科
書
で
は
白
響
的
玩
突
を
、
つ
母
校

寸
，
ぐ
、
く
、
各
奪
回
ヘ
箭
め
終
末
に
二
手
習
問
題
夕
、
。
流
堤
課
題
少
を

ホ
序
、
司
て
ご
で
郷
土
の
問
題
氷
坂
わ
れ
て
い
否
。
者
育
森
一
県
内
の
申

ぎ
・
提

α場
合
、
最
新
警
ピ
は
支
の
よ
う
忘
却
問
向
氷
あ
苔
。

。
古
墳
、
文
川
刊
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
亡
と
が
、
り
を
調
べ
て
弓
ょ
、
つ
。

川
知
主
ロ
あ
，
苔
古
墳
の
規
模
と
分
布
、
出
土
品
の
保
管
め
よ
、
っ

す
。
ω
郷
土
に
あ
苔
古
墳
ロ
闘
す
石
い
い
つ
だ
え
。

(
4
4
Z
明
翠
)

。
糞
禽
時
代
々
室
町
時
代
の
館
土
の
よ
う
す
を
摘
て
て
弓
ょ
、
っ
。

〈
減
国
大
毛
、
守
暁
、
商
警
戒
況
、
産
票
の
発
謹
↑
ほ
ど
に
つ
い

て
の
小
項
百
企
め
り
。
)

0
・
市
町
村
-
史
を
い
読
八
位
り
、
記
A
E
礁
芝
生
J
h
m
A
μ

り
と
し
て
、
江
戸

時
代
の
勿
土
の
よ
、
っ
す
を
調
ぺ
て
号
ょ
、
っ
。
ハ
新
田
間
発
、

産
業
の
賢
建
匹
、
生
申
行
事
、
、
交
通
底
ど
に
つ
い
て
小
項
目
お
り

O
市
町
村
出
入
を
読
λ
-
c
w
o
、
、
有
倭
所
有
ど
で
市
町
村
4

勢
零
揮
を
み

ぜ
て
を
ら
い
、
明
遣
時
、
代
巴
お
け
苔
郷
土
の
よ
う
す
を
調
べ
て

家

J
、っ。

川
郡
土
の
お

t
E産
物

ω人
口

∞

安

置

ヰ
弘
吉
ォ
郷
土
の
琉
有
L

と
い
、
っ
課
題
が
各
章
ま
に
ヴ
い
て
い
司
令
殺

到
蓄
を
利
用
し
て
い
だ
申
学
校
屯
み
ら
れ
↑
位
。
そ
れ
で
は
、
高
等
学

芸

E
事
史
の
教
科
書
に
は
ど
/
ん
母
地
方
史
開
銀
の
課
題
が
出
さ
れ

て
い

3
E
-
?
っ
小
。

O
博
物
館
か
酌
一
蜘
を
男
ぎ
ず
あ
か
、
，
ま
た
は
郷
土
の
置
跡
を
莞
挙

す
否
か
し
て
そ
の
報
告
警
を
書
い
て
尋
ょ
、
っ
。
〈
高
等

E
ぜ
か
更

。
高
等
ぎ
校
新
日
本
世
安
〉

O
郷
土
に
は
生
女
化
以
前
の
童
跡
前
掲
つ
だ
、
り
、
守
て
の
現
地
周
ヘ
め

土
岳
乏
百
九
出
手

ιょ
。
ハ
新
版
日
本
語
〈
〉

O
郷
土
比
古
墳
が
有
っ
た

-b
、
を
の
形
式
品
べ
b
b
c
v
v
p一U
4
U
貯
め

せ
よ
。
安
造
の
宝
村
↑
ほ
ど
に
つ
い
て
毛
調
べ
よ
。
ハ
帯
版
E
本

ψ
〈〉

0
吾
色
の
佳
/
人
で
い
苔
畑
出
苛
に
乃
い
て
、
ハ
リ
ぎ
の
一
}
と
を
調
べ
よ
。

ヘ
江
戸
時
代
の
大
名
・
新
田
向
脅
・
産
業
・
百
姓
一
契
・
ぎ
者

・
文
章
者
・
美
術
家
友
ど
比
ハ
リ
い
て
の
申
項
目
前
り
)
ハ
高
安
田

事

更

)

O
郷
土
に
無
土
器
、
籍
、
一
氏
、
窓
生
の
各
文
化
ヒ
商
尽
の
窃
芯
鼻
血
肱

故
事
れ
は
r

マ
て
の
合
布
函
を

η
く
り
、
百
百
埴
か
、
わ
古
、
代
は
じ
め
ま

で
の
郷
土

ω人
皮
切
生
活
を
考
主
て
手
ょ
、
っ
。
〈
時
ム
訂
E
事
史
)

以
上
ぞ
の
一
部
主
列
託
し
た
が
、
宝
'
般
的
に
男
て
二
れ

-η
の
諌
建

は
縄
女
(
古
墳
時
代
と
江
戸
時
、
代
に
関
す

Z
モ
の
か
多
い
。
ま
た

を
時
代
毎
に
郷
土
の
一
枕
定
相
階
建
を
意
拡
て
い
否
鋲
科
書
を
あ
否
。

高
等
亨
授
の
場
合
中
亨
u

授
で
の
ギ
↓
ナ
習
を
基
礎
比
国
授
業
氷
行
程
わ
れ
、

生
徒
主
一
世
遥
摂
さ
れ
て
い
若
し
、
す
室
内
容
も
よ
り
高
震
に
志

っ
て
い
否
か
ら
教
科
害
に
よ
っ
て
同
地
方
の
資
淵
を
敬
按
と
し
て

持
ヒ
取
土
砂
怠
い
屯
の
が
多
い
P

し
か
し
安
置
廿
に
↑
め
司
令
名
の
は

生
徒
の
興
味
を
ひ
く
に
充
分
で
あ
り
、
ぞ
れ
を
到
閉
す
客
二
と
ぼ

よ
り
百
手
支
の
授
業
主
豊
か
に
し
翠
ヨ
を
増
し
、
よ
り
脊
突
し
た
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も
の
巳
怠
し
う
る
、
。
同
和
田

=
5
四
三
百
写
に
わ
た
り
全
国
の
高

等
写
按
で

寸
田
・
・
手
吏
」
の
掌
習
に
お
い
て
、
郷
土
の
穿
匡
抵
資
制
を
活
用

す
る
↑
ほ
と
し
て
、
声
出
品
事
震
の
具
体
的
託
費
餌
を
得
さ
ぜ

Z
E

め
口
同
ど
、
っ
し
毘
ら
よ
い
か

と
い
、
っ
共
t
E
Z札
堤
が
行
官
力
れ
ト
は
が
を
こ
で
主
郷
土
費
税
の
有
勃

佐
川
亦
格
認
さ
れ
て
い
た
。

〈♀)

と
=
ち
で
寸
鰭
土
の
向
費
L
乏
生
徒
に
壊
し
た
鳴
合
、
い
く
つ

hr
め
間
建
氷
発
生
す
否
。
第
女
、
神
貯
金
、
古
墳
↑
ほ
と
の
め
骨
時
代
の

硫
安
に
は
生
徒
主
大
き
恕
興
味
を
示
寸
が
、
女
化
成
保
護
の
判
脂
血

か
か
、
り
『
母
、
指
導
の
却
何
で
は
、
文
化
威
保
護
法
に
ふ
れ
石
山
配

t

で
て
く
否
。
=
の
之
と
を
荒
れ
否
と
生
突
の
百
を
ふ
さ
ぎ
興
味
を

一
示
さ
ぬ
よ
う
と
川
急
ぎ
護
家
を
す
す
め
否
鉱
泉
比
百
り
か
ね
母
、
，

治
幕
と
指
し
著
し
の
首
都
、
部
郡
志
。
定
史
時
、
代
に
人
っ
て
か
、
h
ソ
の
古

文
書
類
を
ど
の
扱
い
屯
高
校
生
の
鞍
幡
で
は
無
理
権
・
毛
め
水
害

u
o

一
」
う
し
て
み
苔
と
諸
経
循
怠
対
法
で
は
有
者
永
、
限
ら
れ
↑
巴
時
間

内
で
一
零
利
聞
し
で
す
い
の
お
博
物
舘
だ
牧
敵
意
と
い
っ
伝
施
設

で
務
ラ
ハ
J

q

前
橋
の
よ
う
に
教
科
書
で
吃
尾
学
玄
す
す
め
て
い
苔

毛
の
が
豪
い
9

害
森
痕
内
の
男
掌
可
能
な
、
ザ
ス
'
似
裁
公
開
(
収
蔵
V

桔
棋
院
を
八
京
工
Y
に
ま
と
め
て
弓
定
。
ご
の
ほ
か
青
森
布
に
は
安

材
一
郷
土
位
宿
駅
南
信
の
準
俸
を
虐
め
、
極
寒
軽
蔀
森
田
持
却
、
事
寒
軽

武
平
均
町
で
も
さ
き
は
調
査
さ
れ
吃
遺
跡
の
壇
簸
女
化
成
世
蔵
施

設
の
妻
美
町
諾
建
に
の
ぽ
っ
て
い
否
。
ま
た
北
幸
整
部
萩
柳
酌
公

民
舘
の
民
俗
資
税
、
自
衛
隊
以
前
駐

rι
地
の
軍
事
関
係
庚
判
明
の
惹

準
君
氷
行
官
わ
れ
て
い
苔
と
向
く
伏
、
仲
宍
F

は
わ
れ
て
め
く
問
弁
費
税

め
保
存
と
い
う
面
で
よ
ろ
一
」
恥
し
い
限
り
で
お
，
る
。

〈
表
工
V

に
A
v
h
町
作

'
E女

ι感
公
商
ハ
牧
・
韓
問
)
施
、
d
R
と
慢
業
の

阿
俵
玄
弓
て
ゆ
亡
、
っ
。
要
川
・
亀
ヶ
悶
・
山
地
前
な
ど
の
考
古
舘
は

亀
町
名
の
京
す
と
恥
り
寸
日
手
、
実
必
の
教
明
」
(
高
校
)
・

J
x
明

の
お
一
}
り
・
日
季
初
宗
域
社
会
L

ハ
中
誉
教
〉
の
指
導
ピ
古
問
、
穫
の

機
能
'
宅
発
揮
す
弓
施
殺
で
』
め
る
。
特
に
w
弘
前
考
古
舘
の
場
合
市
街

地
の
由
巳
に
あ
，

3
だ
め
短
時
陶
の
う
ち
に
多
一
角
向
学
習
効
果
を
窃

町
、
つ
苔
三
と
が
考
之
ら
れ
否
。
い
つ
ぽ
つ
三
戸
報
這
紋
館

-
u
u
前

域
史
斜
鱈
・
長
勝
守
・
高
昭
川
河
社
宝
物
殿
程
ど
は

7
封
建
社
会
の

確
立
と
文
化
の
興
隆
」
、
寸
一
封
婁
社
会
的
動
場
と
女
犯
の
ぺ
一
成
熟
」

(
以
上
高
技
)
・
「
武
家
社
会
の
雄
主
L

〈
中
学
技
)
と
い
っ
た

、単一

π
2手
習
ヒ
復
、
立
つ
内
容
を
盆
/
〈
で
い
ず
Q

。
新
芳
、
戸
記
念
舘
は

中
挙
、
な
・
商
品
以
と
毛
は
江
F

戸
時
代
の
開
発
向
題
伸
、
寸
地
、
陵
社
会
の

発
辰
巳
尽
、
し
た
人
」
と
い
っ
た
形
マ
別
用
で
き
、
部
引
ヘ
幡
宮
の

鎧
(
田
宮
・
童
文
)
は
全
神
恨
の
巴
を
み
は
わ
芯
、
申
せ
め
掌
習
を

美
し
く
舎
と
苔
さ
と
で
あ
え
ご
っ
。

2
=
l
ヶ
な
存
在
と
し
て
知
ら

れ
志
の
は
小
川
原
蒲
略
物
舘
で
あ
右
。
急
宮
に
だ
れ
ち
れ
よ
う
と

し
て
い
言
江
戸
時
、
代
小
、
竹
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
農
民
の
生
宅

に
ス
ポ
ヮ
ト
を
あ
て
て
お
り
圧
史
を
支
え
た
憲
民
の
夜
究
に
役
、
立

つ。

- 29一

α) 
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教
日
ザ
ナ

出
冗]1>区間考古舘く

ぐ 〉搾i主調停人鳴きをま

さ
て
こ
ホ
ら
め
施
設
定
掌
習
に
担
、
立
て
苔
寸
法
で
あ
苓
ポ

①
寝
紫
中
ピ
盛
治
学
さ
ぜ
ら
っ

金
守
ア
技
行
事

1
2
5喜
朗
え
勾

金
生
徒
六
の
ん
邸
主
的
荷
呪
に
味
合
u心
室
。

と
い
つ
い
は
堵
合
ボ
判
官
東
考
え
ち
れ
布
。
①
の
湾
台
、
家
殺
の
立
地

祭
件
に
左
右
さ
れ
、
臨
へ
持
で
窓
苓
の
片
務
部
時
代
前
阻
ま
れ
た
士
く
一

部
の
撃
投
じ
接
定
さ
れ
答
q

ま
た
嘆
読
す
苓
に
し
て
宅
待
臨
約
制

釘
を
う
け
↑
な
か
を
か
車
、
つ
に
ま
を
芯
↑
な
い
し
、
生
突
例
ピ
ザ
ホ
成
寺

思
開
設
萩
玄
与
え
ぬ
た
め
の
準
備
宅
品
部
す
で
あ
苔
。
し
か
し
奪
興

計
一
酪
の

-P
に
培
確
に
位
置
付
け
て
活
幕
し
告
を
ら
世
ぞ
の
効
票
は

最
高
と
怒
ろ
う
a

③
め
場
合
は
仰
の
一
地
虫
場
合
歓
モ
地
尤
多
詣
的
に

活
用
す
苓
ご
と
ぶ
で
き
一
〈
て
た
と
え
ば
区
前
考
苫
程
、
そ
佐
疾
め

金
活
す
否
培
形
・
弘
，
前
坊
縄
葉
り
・
町
出
荷
域
・
更
新
態
と
い
っ
色
塘

婚
の
組
合
せ
が
当
怒
考
、
之
、
勺
れ
丸
市
一
一
一
戸
坊
の
場
合
も
混
故
鑑
と

坊
の
縛
菜
り
ほ
と
を
組
改
会
ぜ
呑
こ
と
が
ヤ
ぎ
答
。

L

A

V

し
し
が

っ
し
在
事
前
，
・
壊
後
指
導
と
生
穫
の
研
究
帝
教
が
騒
い
と
、
一
療

に
設
い
臨
む
輩
格
設
ピ
大
発
の
主
突
広
告
を
れ
込
・
4

む
か
い
け
の
鍔
泉
ば

持
っ
て
し
ま
う
。
票
用
の
各
持
詩
は
そ
の
手
家
の
目
的
か
ら
、
安

建
で
の
亮
学
は
は
末
箆
尚
一
石
怖
を
め
が
多
い
。
③
の
場
合
補
習
環
撃

々
ケ
ヲ
ヲ
活
動
で
時
間
が
と
札
A
T
持
局
一
需
の
生
徒
は
止
否
。

諜
蔑
を
出
し
田
元
宮
機
‘
鞍
告
と
い
っ
担
方
法
が
考
え
わ
れ
苔
か
、

比
践
的
自
寵
程
震
度
品
協
号
を
ど
の
掠
行
ωヘ
キ
マ
ン
%
の
と
き
各
地
の

文
化
銭
公
権
椅
銭
を
理
科
事
す
者
ょ
う
雄
暮
し
た
い
を
叱
め
で
耳
石
。

と
亡
ち
で
安
榛
向
建
と
し
て
二
れ
ち
の
公
開
可
能
夜
、
文
化
勲
牧
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蔵
持
』
実
は
挙
曹
の
場
と
ど
の
よ
う
khzm-一
び
勺
け
て
い
否
台
ろ
『
勺
、
か
。

比
較
的
和
田
し
マ
す
い
更
川
考
古
舘
と
弘
前
君
古
舘
を
句
に
考
え

て
弓
ょ
、
っ
。
市
告
の
利
用
入
国
一
は
〈
寝
耳
〉
・
〈
裏
一
A

〉
の
と
お

り
で
あ
否
。

w
弘
前
考
古
舘
の
場
合
意
秋
二
期
封
一

0

0

日
閣
を
百

標
ロ
(
ム
商
さ
れ
て
お
り
、
黒
川
考
古
需
の
ち
は

4
宵
か
、
り
一
一
月

に
小
け
直
体
安
白
を
除
き
毎
日
(
ム
有
し
て
い
否
。
百
管
と
ち
同
乏
手

者
の
安
い
の
は
回
・

2
・
犬
用
意
、
と
い
わ
れ
、
#
再
開
の
尾
挙
者
数

は
ほ

y
同
載
で
携
否
。
ま
た
挙
笠
に
慢
、
っ
て
捷
一
色
と
田
芝
川
の
場
合

国
俸
国
王
子
香
水
個
人
理
学
者
よ
り
多
く
、
引
弘
前
の
ち
・
口
そ
の
蛍
で

個
人
園
児
ぎ
ず
の
方
が
勝
っ
て
い
ず
色
め
ag
自
に
つ
く
。
見
学
者
人
震
の

明
白
怠
高
校
生
の
場
合
引
込
前
考
古
舘
ロ
は
回
O

奪
蔑
玄
隊
き
台
関

七

o
o
l
t
o
o
人
程
蔑
の
利
用
者
し
か
惹
い
。
し
台
宅
、
亡
の

咲
出
守
口
は
抱
一
冗
以
外
の
苔
校
生
が
多
設
窪
ま
れ
て
い
ず
9

0

山
弘
前
市

内
の
倉
百
一
制
高
按
全
の
内
日
本
更
を
学
習
し
て
い
守
合
宅
の
は
ご
と

0

0

主
主
教
尤
宕
か

b
、
て
れ
ら
の
生
債
の
中
で
き
て
て
い
苔

毛
の
は
=
割
握
、
震
と
い
、
つ
二
と
は
志
ち
、
宇
宙
定
川
考
古
箆
の
場
合
、

芋
震
に
よ
り
大
き
友
委
勤
猷
木
戸
否
ヮ
べ
戸
布
市
の
、
高
校
生
の
E
季

史
孝
曹
人
口
は
=
五

ο
o
人
前
町
と
堆
突
さ
れ
否
守
ら
、
-
寄
校
生
の

学
習
と
稽
び
つ
い
て
い
否
と
は
宏
い
義
い
。

亡
の
よ
う
育
施
鼓
を
利
用
す
苔
亡
と
が
、
効
票
的
で
あ
り
、
生
徒

の
希
芝
す
否
と
こ
ち
で
あ
否
二
と
が
わ
が
っ
て
い
て
毛
、
官
閉
校
の

場
合
才
一
一
一
孝
年
に
垢
突
き
れ
だ
日
本
史
の
接
繋
に
は
茨
し
て
ゆ
と

り
ぷ
友
い
n

特
に
京
地
・
吉
村
関
係
の
要
業
時
町
配
当
日
4
ノ
若
い
。

現
実
比
一
は
更
は
進
学
、
山
花
品
物
対
伯
郡
・
雑
務
多
壮
告
と
が
理
由
と
し

て
加
わ
り
、
郷
土
資
料
の
活
用
と
い
、
つ
三
と
は
玄
難
の
事
業
と
化

し
て
い
否
。
し
か
し
時
間
不
足
で
半
め
れ
同
二
↓
て
、
そ
三
芝
、
つ
ま
く

処
理
し
柊
a

衰
の
だ
実
を
は
か
4
3
の
が
社
会
副
何
長
帰
に
」
午
尤
、
り
れ
た

任
希
志
の
で
は
忌
か
ち
ろ
か
n

ヘ
註
〉

仰
・
東
京
書
楚
寸
新
し
い
社
会
2
L

ω
佐
品
開
什
「
寸
臼
宇
由
人
世
相
砦
訴
に
↑
む
け
る
郷
土
費
税
の
取
扱
い
は
つ
い

て
し
青
森
票
立
也
前
南
高
等
主
技
布
市
九
詑
事
芳
一
一
一
考
所
牧

琉
喫
茶
告
参
点
。

①
引
税
制
利
害
ロ
は
着
一
跡
却
、
重
仏
側
を
調
査
、
理
学
・
死
突
す
者
ょ
う
譲

還
と
し
て
識
と
て
い
さ
が
、
文
化
‘
賠
の
保
護
ヒ
つ
い
て
の
配
電

餅
付
さ
れ
て
い
苔
毛
の
は
少
在
a

い
。
担
当
者
婦
が
場
一
志
す
志
の

は
当
然
で
窃
否
が
、
較
号
室
百
で
主
謀
建
の
L
杭
っ
と
ピ
童
跡
だ
建
物

の
取
報
い
ヒ
つ
い
て
の
指
導
が
寄
っ
て
老
、
喪
い
と
問
、
っ
。

ω
高
等
ぎ
積
雪
習
指
導
零
領
純
制
民
社
会
副
将
位
期
日
本
氏
・

mw
掌
喜
一
宅

勤
の
叡
分
で
・
モ
こ
れ
に
肉
し
歯
車
電
す

zd
よ
、
っ
述
べ
て
い
否
。

m
昭
和
四
十
三
主
嘆
掌
模
写
算

?hリ質事人。

的
、
信
廃
業
主
』
安
施
し
て
い
ず
g
t一
突
を
対
象
巴
詞
奮
し
た
結
果
ち
は
昭

和
初
奪
事
周
労
=
一
挙
年
同
同
豹
一
一
ガ
し
か
更
学
し
て
い
芯
必
づ
定
。

支
同
曾
富
民
家
現
在
で
方
=
￥
'
茸
，
M
M
少
し
官
聞
く

=
o
だ
が
由
記
掌
し

て
い
を
。

J
J

呑
柾
れ
九
陀
察
し
賞
視
を
提
供
じ
て

τさ
つ
吃
関
係
諸
拷
肉
、

清
ピ
也
前
市
敬
、
苔
を
賓
会
社
A
T
殺
首
謀
‘
べ
戸
市
教
育
委
奏
会

社
会
政
育
課
ロ
牽
く
御
礼
申
し
上
ホ
ま
す
。

4

d

守
二
白
河
占
当
d咽
』
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